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表現の自由とプライバシーの保護を問い直す










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る。 Aという人間と Bという人間とでは立場が違っていて、この場合に、 C















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 2 ) I石に泳ぐ魚j事件・最判2002年9月24日判時1802号60頁。
( 3) I刑務所の裏」事件(俳人である斎藤慎爾氏が、車谷長吉「刑務所の裏j新潮2004
年1月号によって名誉を傷つけられたとして、 2004年に東京地裁に提訴した事件)0
( 4 ) 雑誌『噂の真相』は2004年4月号をもって休刊した。




( 6 ) r週刊文春』田中真紀子長女記事事件・東京高決2004年3月31日判時1865号12頁。
(7) r逆転』事件・最判1994年2月28日民集48巻 2号149頁。
( 8 ) 児玉隆也「淋しき越山会の女王」文芸春秋1974年11月号。
( 9 ) 映画『エロス+虐殺』事件・東京高決1970年4月13日高民集23巻2号172頁。
(10) 清水一行『捜査一課長』事件・最判1999年2月4日判例集未登載(清水側敗訴)。





(15) New York v. Sullivan， 376 U. S. 254 (1964). 
(16) 0-157厚生省カイワレ大根事件・大阪高判2004年2月19日。
(17) テレビ朝日ダイオキシン報道事件・最判2003年10月16日民集57巻9号1075頁。
(18) r夕刊和歌山時事』事件・最大判1969年6月25日刑集23巻 7号975頁。
(19) いわゆる「ロス疑惑J報道に関して、三浦和義氏の提訴した487件の民事訴訟のう
ち、時効分を除き、約80%が三浦氏の勝訴であるといわれる。
(20) r北方ジャーナル』事件・最大判1986年6月11日民集40巻 4号872頁。
(21) 立川テント村ピラ配布事件(市民団体「立川自衛隊監視テント村」の構成員が、自
衛隊のイラク派遣に反対するピラを配るために防衛庁官舎に不法侵入したとして、
2004年1月に逮捕され、 3月に起訴された事件[東京地八王子支判2004年12月16日判
タ1177号133貰]で無罪とされた)。
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